
 

 

 

 
 

自分の生き方                    副校長 川﨑 友紀 

９月 11 日(月)から 15 日(金)までの５日間、第 2 学年ではキャリア教育の

一環として｢職場体験学習｣を行いました。２年生の皆さんは、それぞれの事業

所で、実際に｢見て｣、｢聞いて｣、｢体験して｣みたことで、｢働く｣とはどういう

ことなのかを考えることができたと思います。また、働くことの喜びや厳しさ

を、わずか５日間ではありますが、感じることができたと思います。中学生の

皆さんにとって、社会に出て働くことは、それほど遠い未来ではありません。

高等学校卒業後に就職する場合、１年生でさえ、あと５年半で働くことになり

ます。恐らく 10 年後には、生徒の皆さんの多くは働いているでしょう。その 

ときになって、自分がやりたいことや自分の生き方が分からず、焦ってしまうことのないように、“考える”こと 

を続けてほしいと思います。少しずつでも考え続けることで、自分の思いが明確になり、揺るぎないものになっ

ていきます。自分の夢が途中で変わることがあってもいいのです。自分の未来について考えることは、決して大

変なことでも苦しいことでもありません。中学生の皆さんを目の前にして、私はいつも皆さんのことを羨ましく

思います。その理由は、皆さんには、自分がやりたいと思うことに挑戦できる機会や時間が、私よりもたくさん

あるからです。誤解のないようにお伝えしますが、私は教員になったことを後悔しているわけでも、別の生き方

をしたかったと思っているわけでもありません。教員になって本当に良かったと心から思っています。そう言い

切れるのは、自分の生き方について考え続け、自分の進む道を自分で決めてきたからです。三宅中学校の生徒の

皆さんにも、｢私の生き方はこれだ！｣と胸を張って言えるまで、とことん考え続けてほしいと思います。 

今年度の職場体験学習は、11 か所の事業所でお世話になりました。事業の方々は大変お忙しい中、生徒一人

一人に対して丁寧にご指導をしてくださいました。三宅島の方々にこれほどまで大切に思っていただいている生 

徒の皆さんは、本当に幸せ者です。そんな生徒の皆さんは、誰かに何かをやってもらうことを当たり前に思わず、 

やってもらったことに対して｢どう応えていくのか｣、｢自分に何ができるのか｣を考え、行動できる人であってほ

しいと思います。それを考えることも、きっと自分の生き方を考えることにつながっていきます。 

 先月９月の上旬、ある男性から中学校にお電話がありました。｢高校時代の友人を探している。｣というのです。 

男性は、埼玉県在住の 70 代の方で、高校生であった半世紀以上前に、高校で出会ったご友人の故郷である三宅

島に遊びに来られたことがあるそうです。そのご友人について分かることは、お名前と年齢、ご自宅は来島時に

一緒にバーベキューをした錆ヶ浜近くにあった、ということ、そして、そのご友人は既にご逝去されている、と 

いうことだけでした。｢元気に動き回れるうちにお墓参りをしたいと思ったが、墓地の場所が分からなくて。｣と、 

藁をもつかむ思いで中学校に電話をされたそうです。しかし、学校は個人情報保護の観点から何もお話すること

ができません。ご友人は、三宅中学校、阿古中学校、坪田中学校の三つの中学校が存在していた時期に中学校を

卒業されていますが、どの中学校を卒業されたのか、ご友人と同じお名前の方が在籍されていたかどうかさえ、

お話できないのです。何度か電話でやり取りをし、男性の思いを伺えば伺うほど、何もお話できないことを大変

申し訳なく感じました。そこで、地域の方のどなたかにつなげることはできないだろうかと考え、動き始めよう

とした矢先、男性から改めてお電話がありました。｢見付かりました！｣というお電話でした。私との電話の後、

記憶にあった｢錆ヶ浜｣について調べ、｢いきいきお魚センター｣にお電話をされたところ、ご友人についてご存知

の方を、ご本人に確認後、紹介していただくことができたそうです。お電話を初めていただいてから二十数時間

後のことです。大変驚きました。その驚きは４日後にまたやって来ました。ご友人のお知り合いに案内していた

だき、男性が中学校に来てくださったのです。その日の朝船で三宅島に五十数年ぶりに再来島され、無事お墓参

りができたそうです。そのお出迎えもご友人のお知り合いが行ってくださっていました。 

男性の願いが叶ったのは、三宅島の方々のお陰です。この一件を通し、誰に対しても

｢自分にできることを全てやってあげよう｣という島の方々の熱い思いや生き方に触れ、 

大変感動しました。様々な方の生き方に触れ、自分の生き方を考え直すことがあります。 

生徒の皆さんも、多くの方と関わり、様々な生き方に触れてみてください。 
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ビーチクリーン&スポーツ大会 ９月２日(土) 
 
大久保浜海水浴場において、生徒会主催のビーチク

リーン活動を行いました。40 名を超える多くの生徒･

教員が参加し、海水浴場を更にきれいにすることがで

きました。ビーチクリーン活動の後は、中学校の体育

館にてスポーツ大会を行いました。学年を越えて協力

し、楽しむ姿が大変印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雄山体験入山 ９月 11 日(月)･14 日(木) 
 
延期になっていた第１学年の雄山体験入山を、よう

やく実施することができました。頂上では雄山の火口

と伊豆七島の島々が一望でき、三宅島の自然の雄大さ

に直に触れることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修学旅行 ９月 13 日(火)～16 日(土) 
 
第３学年の生徒が、京都・奈良へ修学旅行に行って

きました。計画どおりに班行動ができるように協力し 

合ったことは、一生残る良い思い出になると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月の行事予定  

   日 曜 学 校 行 事 下校バス 

1 日   

2 月 ②③運動会予行練習 18：00 

3 火 専門委員会(後期初回) 18：00 

4 水 ⑥運動会係会(第２回) 15：45 

5 木 中央委員会(後期初回) 18：00 

6 金 ⑤運動会準備 14：45 

7 土 小中合同運動会 15：15 

8 日 運動会予備日  

9 月 スポーツの日  

10 火 全校朝礼、考査前学習会(始) 17：00 

11 水  15：35 

12 木  17：00 

13 金 ⑥進路説明会(３年) 17：00 

14 土   

15 日   

16 月 英検 IBA(全学年)、考査前学習会(終) 17：00 

17 火 中間考査(国語･理科･英語)  14：45 

18 水 中間考査(数学･社会)、④合唱練習、⑤交通安全教室 14：40 

19 木 ⑥文化祭リハ(３年) 18：00 

20 金 ⑤文化祭リハ(１年)、⑥文化祭リハ(２年) 18：00 

21 土   

22 日   

23 月 生徒朝礼、安全指導、①文化祭リハ(３年) 18：00 

24 火 ①文化祭リハ(２年) 18：00 

25 水 歯科検診、職員会議 14：35 

26 木 ⑥文化祭リハ(1 年) 18：00 

27 金 
③がん教育講演会(会場：三宅高校) ※②④で移動 

⑤合唱練習、⑥文化祭準備 
18：00 

28 土 文化祭 12：00 

29 日   

30 月  18：00 

31 火 ①安全指導(土木港湾課講話) 18：00 

 

f10 月の生活目標 f 

望ましい人間関係を作ろう 
 

f10 月の保健目標 f 

規則正しい生活をしよう 
 

f10 月のスクールカウンセラー来校予定日 f 

4 日(水)・16 日(月) 

 


